
学生教職員のネットワークとしての SNSの活用 
-東日本大震災を経験して- 

 
布施	 雅彦	 

Email: mfuse@fukushima-nct.ac.jp 
 

福島工業高等専門学校	 一般教科情報	 

	 
◎Key Words	 SNS，ソーシャルメディア，情報システム,スマートフォン	 

 
1. はじめに 
新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム

（以後学生支援GP）によりSNSを導入してから５年間
経ち、そして、震災後２年間を経過し、震災時の有用

性から学内ネットワークとして認知され、学生は学内

生活全般に活用ができようになった。また、教職員も

震災後から意識の変化があり、職員の参加も増え活用

方法も変化し、様々な活用が始まった。 
そして、学生の指導面でも変化があり、震災前は授

業時間中の携帯電話の取扱は、電源OFFにしてロッカ
ーまたは鞄に入れておく指導であったが、震災後は、

緊急連絡等に保護者と連絡がとれるようにということ

で授業時間中の禁止に変更になった。そして、スマー

トフォンの普及が、よりいっそうのアクセスの

向上につながり、教職員ー学生間の距離を短く

することが可能になった。facebookや google+、
MIXI、Twitter、LINE などの外部のサービスも
あるが、学内で安全に利用できるSNSの役割に
ついて報告する。 

 
2. 震災前後の学内SNS 
2.1 震災前後の SNS のアクセス数につい

て 
図2は約5年間運用したSNSのアクセス数で

ある。震災時の時点では、NSによる導入・指導が始ま
り 3 年目が終了直後であった。授業で指導を受けた学
生が1〜3学年、特別講習で指導を受けた学生が4学年
で、5年生は一部という状態であった。新 1年生は、4
月後半から登録作業を始め、毎年 5 月前後頃にアクセ
ス数が多くなる。但し震災時は、5月始まりだったため、
1年生の利用開始が1ヶ月遅れている。年間では3月が
一番少ないアクセス数の月であったが震災時は例年の

約 3倍だった。図 1のSNSの携帯サイトへのアクセス
は、従来約50％で推移してきたのだが、2012年4月を
堺に急激に減少している。スマートフォン時代に突入

し、新入学生と買い替え組によりPCアクセスとなった。
今年度の 4〜5月はすでに 5%を割り込み、全体のアク

図 2	 SNSのアクセス数の推移 

図 1	 携帯サイトへのアクセス数 
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セス数は減少気味になっている。2013年 6月で一週間
のユニークなアクセス数は 628 人であり、利用者数は
特に減ってはいない。実際に複数回、何度もアクセス

する学生が減ってきていることを示している。学生個

人同士では、LINEやメールで気軽にコミュニケーショ
ンを取るようになり、必要 低限の内容になってしま

った。また、スマートフォン用アプリの導入が必要で

あると思われる。 
逆に、学生会活動には、積極的に導入し、学生会の

中心的な組織では、部活動の代表者との連絡や文化祭

の連絡は、SNS を中心に活動が始まり、学生会活動の
中心的な役割になっている。 

 
3. SNSのトピックスへのアクセスの変化 
3.1 震災時にアクセスが多かったトピック 
震災前は、主に一部の授業や一部のクラス、一部の

部活に関連するトピックスが多かった。表 1 は、震災
時にアクセスされたトピックの上位で、2011年 3月に
は、放射線情報、安否・避難関連、緊急時の学校から

への事務的な連絡、《癒し系のちょっといい話》につい

てであった。2011年 4月の時には、放射線情報へのア
クセスは減り、学校からへの事務的な関連、復興関連

の情報（インフラ）、就職が増えた。《癒し系のちょっ

といい話》は4月も上位につけた。 
3.2 現在のアクセスが多いトピック 
表 2は、2013年 5月のアクセスの多いトピックで
ある。上位は、学生会関連の学生会・部活動・文化

祭関連の活動が多い。そして、事務連絡の「落し物」

「保健室」などの項目が入ってきた。 
 

4. おわりに 
	 震災時の経験を生かし、日頃からの利用できる学

内の情報ネットワーク網の構築が、緊急時にいかに

重要か実践を通して、伝えなければならないと感じ

る。そして、ネットワークは一人では構築できない。

学校に関わる人達が、多くの関係者で活用し維持し

ていなかればならないことを、伝えて行かなければ

ならない。そうでなければ、一次的なもので終わり、

いざという時には、機能しないものになってしまう。 
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表1	 震災時のトピック別アクセス数表示 

 

 
 

表2	 トピック別アクセス数表示 2013年05月分 
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